
薩
長
土

の

「
官

軍

」
に

敗
れ
徳
川
幕
府
滅
び
、
「
江
戸
城
」

が
朝
廷
側
に
開
け
渡
さ
れ
た
。

そ
の
後18

69

年
（
明

2

）3
月
28
日

に
、
、
明
治
天
皇
が
京
都
御
所
か
ら

江
戸
城
に
行
幸
さ
れ
、
そ
の
10
月
に

皇
后
行
啓
で
「
江
戸
城
が
皇
居
」
に

な
り
７
月
、
「
詔
」で
江
戸
は
「
東
京
」

名
に
な
り
首
都
に
な
っ
た
。

当
時

で
も
千
年

を

越
し
「
首
都
＝
天
皇

在
」
の
京
都
の
人
口

は
２
５
％
程
減
っ
た
。

そ
の
危
機
感
を
持
っ

た
明
治
の
京
都

人

は
「
こ
れ
か
ら
の
京

都
を
背
負
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
大
切
。
ま
ず
、
子
ど

も
た
ち
が
勉
強
す
る
た
め
の
小
学
校

を
つ
く
ろ
う
」
と
１
８
６
９
年
（
明

2
）

下
京

29
組
正
面
校
（後
・貞
教
）。
同
年

に
妙
法
院
領
内
に
下
京

30
組
（後
・

修
道
校
）
が
つ
く
ら
れ
た
。
同
校
は1

90

2
年
校
地
を
当
時
タ
バ
コ
王
（
銀

行
も

経
営
）
す
る
「
村
井
商
会
」
に
譲
り
現

在
地
移
転
、
タ
バ
コ
工
場
は
「煙
草
専

売
法
」
で
専
売
局
に
属
し
り
戦
後
移

転
，
煉
瓦
造
り
の
工
場
も
消
え
、
今

は
東
山
税
務
署
等
に
に
な
っ
て
い
る
。

京
都
に
は
全
国
大
名
の
「京
屋
敷
」

が
多
く
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
と
東

京
移
転
で
屋
敷
は
売
却
さ
れ
、
広
い

跡
地
は
「
大
学
や
小
学
校
」
が
創
ら

れ
、
京
都
に
は
日
本
屈
指
の
大
学
が

揃
っ
て
い
る
。
四
条
木
屋
町
上
の
「
元

立
誠
小
学
は
「土
佐
藩
屋
敷
跡
で
あ

る
。
東
山
区
に
は
１
９
１
４
年
（
大
3
）

に
は
大
谷
光
瑞
法
王
が
校
主
の
「
京

都
高
等
女
子
学
校
（
現
・
京
女
）
も

開
校
し
た
。
学
校
だ
け
で
な
く
琵
琶

湖
疏
水
・発
電
・織
物
産
業
の
振
興
、

市
電
網
が
出
来
、
道
路
整
備
等
に

官
民
一
体
で
取
組
ん
だ
。
東
海
道

本
線
の
東
山
ト
ン
ネ
ル
。
七
条
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（京
都
駅
）
・
そ
れ
ら
の
先
人
の

努
力
が
京
都
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
京
都
は
、
馬

町
や
西
陣
の
他
は
殆
ど
前
の
戦
争
の

戦
火
か
ら
免
れ
た
。
（
米

国
資
料
か
ら
す

る
と
敗
戦
が
遅
れ
た
ら
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
か

も
し
れ
な
い
）

早
い
敗
戦
そ
の
お
陰
で
、
千
年
以

上
の
歴
史
を
多
く
残
し
、
観
光
京
都

の
今
が
あ
る
。
無
防
備
都
市
と
さ
ら

戦
火
を
逃
れ
た
「
パ
リ
・ロ
ー
マ
」
と
そ

こ
ま
で
は
同
じ
条
件
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
現
実
の
町
並
み
は
「パ
リ
・
ロ
ー
マ
」，

両
都
市
と
く
ら
べ
て
余
り
に
も
「
差
」

が
あ
る
。
国
力
・
経
済
力
で
も
日
本

の
方
が
上
位
で
あ
る
の
に
。
恥
じ
だ
。

京
都
駅
か
ら
東
山
へ入
口
の
「七
条

大
橋
の
照
明
灯
（前
戦
争
の
金
属
供
出
で
取

上
げ
ら
れ
た
）
は
元
の
姿
に
戻
っ
て
い
な
い
。

橋
脚
部
分
は
百
一
年
の
汚
れ
が
こ
び

り
付
い
て
い
る
。

東
大
路
は
日
祝
は
「
車
は
動
け
な
い
」。

歩
道
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
関
電
が
大
き
な
利

益
を
上
げ
な
が
ら
、
電
柱
・
電
信
柱

を
地
中
化
を
し
て
い
な
い
。

最
近
は
海
外
旅
行
に
多
く
の
日
本

人
が
行
っ
て
ら
れ
る
。
地
方
の
田
舎

都
市
で
も
「
電
柱
や
電
線
」
は
目
線

に
入
ら
な
い
。
彼
ら
は
企
業
。
公
共
・

庶
民
が
力
を
合
わ
せ
て
「景
観
の
よ
い

町
を
創
っ
た
」の
だ
ろ
う
。

大
正
・
昭
和
の
京
都
人
も
「
明
治
の

人
た
ち
志
を
引
き
継
い
で
「京
都
市

全
体
が
「
世
界
遺

産
」
に
な
る
よ
う
な

努
力
を
し
な
い
と
、

「
ゴ
ク
ツ
ブ
シ
め
」
と

指
弾
さ
れ
る
だ
ろ
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▽
七
条
大
橋

か
ら
東
を
見

る
と
こ
ん
も
り
と
し
た
「阿
弥
陀
が

峯
」が
見
え
通
り
「ど
ん
つ
き
（突
き
当

り
）
」に
「智
積
院
の
三
門
」が
見
え
る
。

▼
三
門
手
前
右
手
（北
）
に
京
都
国

立
博
物
館
」の
「
平
成
知
新
館
﹈
が
新

築
さ
れ
９
月
１
５
日
？
開
館
す
る
。

そ
の
通
り
反
対
側
は
三
十
三
間
堂
。

▽
そ
の
先
更
に
東
一
帯
に
「京
都
女

子
学
園
が
あ
り
、
幼
〜
大
学
ま
で
の

生
徒
が
通
う
坂
道
は
「お
ん
な
坂
」の

通
称
が
つ
い
て
い
る
。

▼
橋
か
ら
そ
こ
に
至
る
七
条
通
両

側
は
民
家
、
昭
和
30
年
頃
ま
で
は
商

家
が
並
ん
で
い
た
。
市
電
撤
去
に
合

わ
せ
て
「七
条
鴨
東
（オ
ウ
ト
ウ
）
商
店
街
」

が
出
来
た
。

▽
京
阪
電
車
地
下
化
に
合
わ
せ
道

路
改
修
運
動
が
起
り
「歩
車
分
離
」

の
現
在
の
道
路
に
な
っ
た
。
東
大
路
の

七
条
以
北
丸
太
町
よ
り
も
歩
き
易
い

と
喜
ば
れ
て
い
る
。

▼
こ
の
通
り
も
東
西
は
坂
道
、
歩
道

完
成
時
に
社
寺
博
物
館
と
「
心
を
癒

す
」
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る
か
ら
と
、

商
店
街
で
「こ
こ
ろ
坂
」と
名
付
け
た
。

勿
論
「お
ん
な
坂
」名
も
意
識
し
て
・・。

▽
そ
の
後
経
済
状
況
の
大
変
化
で

商
売
を
や
め
る
所
も
増
え
た
。
だ
が
、

こ
の
地
の
条
件
は
明
る
い
。
新
住
人

も
増
え
、
大
学
が
来
る
話
し
も
決
ま
っ

た
。
が
ん
ば
り
所
だ
ろ
う
。

▼
私
こ
の
町
で
80
年
を
生
て
来
た
。

わ
が
FB
友
達
に
100
歳
の
方
が
あ
る
。

そ
の
方
を
見
習
っ
て
、
も
う
チ
ョ
ッ
と

だ
け
商
売
を
楽
し
ん
で
生
き
よ
う
か
。

ど
ん
つ
き

明
治
人
の
志
を

平
成
に
繋
ご
う
！

開催日:6月15日（定例第3日曜日:朝9時～）

：朝粥食べて・おシャベリ会
報告者:高木英智 様

第
113
回

朝
粥
食
べ
て
お
シ
ャ
ベ
リ
会
は
、

第
113
回：

定
例
第
３
日
曜
日

定
刻
通
り
・
朝
９
時
ス
タ
ー
ト

お
話：

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

岡
本
陽
さ
ま

お
題
は
「
私
の
人
生
を
か
え
た

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
」

現
在
、
67
歳
。
55
歳
で
会
社
を

早
期
退
職
さ
れ
て
、
ど
の
よ
う
に

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
世
界
に
足
を

踏
み
入
れ
た
か
、
そ
し
て
、
そ
の

魅
力
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

背
中
を
押
し
た
の
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

ト
の
師
で
あ
る
八
木
博
司
さ
ん
の

言
葉
。
「
一
つ
の
事
に
絞
り
込
め

ば
、
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
」

「
一
ヶ
月
ひ
と
つ
の
事
に

集
中

す
れ
ば
必
ず
結
果
を
出
す
こ
と
が

出
来
る
」
こ
れ
ら
の
言
葉
に
勇
気

を
得
て
、
55
歳
で
定
年
を
決
意
。

会
社
へ
報
告
の
前
に
、

先
に
奥
様
に
相
談
。
断
ら
れ
る
の

を
覚
悟
で
切
り
出
し
た
と
こ
ろ
、

「
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

や
っ
た
ら
」
。

奥
様
の
理
解
も

得
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

岡
本
陽
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
。

早
期
退
職
し
て
ま
で
の
熱
意
が

通
じ
八
木
博
司
さ
ん
に
弟
子
入
り
、

勉
強
開
始
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

は
自
分
で
使
う
も
の
で
あ
っ
て
、

「
ど
こ
に
も
な
い
も
の
」
を
つ
く

る
。
こ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の

持
ち
味
で
あ
り
、
岡
本
さ
ん
が
目

指
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
以
後
、
め

き
め
き
実
力
を
伸
ば
さ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
展
覧
会
で
入
賞
。

お
話
は
ご
用
意
さ
れ
た
内
容
を

た
く
さ
ん
余
し
て
、
惜
し
く
も
時

間
切
れ
。
「
と
こ
ろ
を
得
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
と
こ

ろ
を
得
た
岡
本
さ
ん
、
ま
す
ま
す

お
元
気
で
ご
活
躍
中
。

★
114
回
「
朝
粥
食
べ
て
オ
シ
ャ
ベ
リ
会
」

７
月
20
日(

日
）
AM
9
時
〜

お
話
『
奇
跡
の
昆
布
革
命
』

要
予
約
・
お
粥
は
定
員
40
人
限
り

☆
写
真
は
『
楽
々
ホ
ー
ル
』

で
お
話
中
の
岡
本
陽
様
。

今
回
の
改
装
で｢

ス
ク
リ
ー

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
設

備
」
を
加
え
ま
し
た
。

有
料
で
す
が
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

平
安
京
復
元
模
型

現存：七条ヨゴレ大橋



私

は

「
紀
元
二

千

六

百

年
（
皇
紀
）
」
に
貞
教
尋
常
小
学

校
に
入
学
し
た
。
当
時
、
日
本
で

は
西
暦
で
な
く
、
神
武
天
皇
が
即

位
し
た
年
か
ら
数
え
る
「
皇
紀
」

が
使
わ
れ
て
い
た
。
で
、
二
千
六

百
年
と
い
う
「
切
り
」
の
良
い
年

で
学
区
、
町
内
を
上
げ
て
祝
い
、

花
電
車
が
市
内
を
走
っ
て
い
た
。

日
中
戦
争
で
当
時
中
国
の
首
都

南
京
は
既
に
日
本
軍
が
占
領
、
重

慶
に
移
し
て
い
た
。
日
本
中
の
町
々

は
♪
紀
元
二
千
六
百
年
♪
が
流
れ

「
勝
っ
た
勝
っ
た
・
又
勝
っ
た
」

と
大
騒
ぎ
、
国
旗
掲
揚
の
場
所
も

各
町
内
に
つ
く
ら
れ
た
。

翌
年
、
尋
常
か
ら
国
民
学
校
に

変
わ
り

12

月

8
日
に
天
皇
の
詔

で
「
日
米
英
」
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

以
後
毎
月
八
日

奉
戴
日
と
い
う

式
が
あ
り
「
奉

←
安
殿
」
と
い

う

場

所

か

ら

『
陛
下
』
の
お
写
真
（
御
真
影
）

が
、
校
庭
か
講
堂
に
運
ば
れ
全
校

生
徒
が
参
列
し
お
写
真
に
最
敬
礼

し
、
校
長
先
生
が
読
み
上
げ
る

「
大
戦
の
詔
」
を
聞
く
の
で
あ
る
。

そ
の
最
敬
礼
の
号
令
中
に
友
人

の
Ｎ
君
が
「
キ
ュ
ー
」
と
声
を
だ

し
た
。
Ｍ
先
生
が
飛
ん
で
き
て
Ｎ

君
の
両
頬
数
回
殴
り
つ
け
た
。
先

生
の
お
顔
は
常
と
違
い
『
鬼
』
の

よ
う
に
見
え
た
。
そ
し
て
私
た
ち

が

6
年
生
時
「
戦
時
疎
開
」
そ
し

て

8
月

15
日
天
皇
の
「
終
戦
の

詔
」
で
戦
争
は
終
っ
た
。

そ
の
昭

20
年

9
月

1
日
、
祖
父

が

58

才
で
亡
く
な
っ
た
。
元
気

な
人
だ
っ
た
が
４
月
か
ら
二
ヶ
月

「
炭
鉱
」
で
働
か
さ
れ
「
肺
」
を

や
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
米

軍
占
領
、
新
憲
法
〜

69
年
、
私

た
ち
の
国
日
本
は
「
戦
争
で
人
を

殺
す
こ
と
も
殺
さ
れ
る
こ
と
も
な

い
」
言
論
の
自
由
・
財
閥
解
体
・

軍
備
放
棄
中
で
過
ご
し
た
。

い
つ
の
間
に
か
「
軍
隊
（
陸
海

空
）
」
と
戦
前
の
財
閥
を
越
え
る

巨
大
企
業
が
出
来
た
、
秘
密
保
護

法
と
い
う｢

治
安
維
持
法
も
ど
き
」

の
法
律
が
出
来
た
。
そ
れ
前
に
民

意
を
正
確
に
反
映
し
難
い
選
挙
法

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
誰
か
が
何

か
深
く
大
き
な
意
図
を
も
っ
て
政

治
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
と

思
う
。
「
力
」
が
有
る
よ
う
だ
。

今
日
。
上
の

写
真
を
み
た
。

前
の
戦
争
中
、

七
条
の
師
団
街
道
で
軍
隊
行
進
を

見
た
。
そ
っ
く
り
の
光
景
日
章
旗

を
振
っ
て
る
人
姿
も
同
じ
で
、
ま

た
戦
争
に
な
り
そ
う
な
気
が
し
た
。

だ
が
、
今
日
（6

/
2
7

）
天
皇
皇
后

両
陛
下
が
学
童
疎
開
船
「
対
馬
丸
」

の
犠
牲
者
慰
霊
で
沖
縄
県
入
り
さ

れ
た
両
陛
下
が

26
日
午
後
、
糸

満
市
の
国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
で

供
花
を
な
さ
れ
た
と
報
道
で
知
る
。

恐
れ
な
が
ら
両
陛
下
と
同
学
年
の

私
。
戦
時
疎
開
を
ご
経
験
、
戦
後

の
混
乱
の
中
で
青
少
年
時
代
を
過

ご
し
、
平
和
と
民
主
主
義
の
日
本

憲
法
を
大
事
な
も
の
と
思
し
召
し

賜
っ
て
い
る
と
聞
く
。
安
倍
氏
も

見
習
う
べ
し
と
言
い
た
い
。
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
で

沸
き
立
つ
６
月
。
４
年
毎
で
あ
る

以
上
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出

そ
ろ
う
チ
ー
ム
が
入
れ
替
わ
る
の

は
、
あ
る
意
味
当
然
だ
ろ
う
。
試

合
が
始
ま
る
と
何
も
手
に
つ
か
な

く
な
る
？
の
は
夫
で
わ
た
し
は
パ

ソ
コ
ン
に
向
か
う
。

と
も
か
く
一
球
を
取
り
合
い
、

走
り
に
走
る
。
そ
の
見
事
な
反
射

神
経
、
チ
ー
ム
プ
レ
イ
に
は
国
境

を
越
え
て
感
動
、
拍
手
こ
そ
が
相

応
し
い
。
「
生
き
残
り
を
か
け
て
」

「
必
死
」
に
戦
っ

て
も
時
の
運
。

辛
い
結
果
も
、

受
け
入
れ
て
こ

そ
大
人
の
国
で

あ
ろ
う
。
小
さ

い
人
た
ち
も
含
め
、
青
年
た
ち
が

発
奮
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
沸
く
の
は
、

平
和
の
証
し
。
思
え
ば
、
７
０
年

近
く
戦
争
の
な
い
国
で
育
っ
た
か

ら
か
、
勝
ち
へ
の
執
念
と
い
う
野

性
味
が
や
や
乏
し
い
？
ニ
ッ
ポ
ン

チ
ー
ム
に
思
え
た
の
は
。

競
い
合
う
こ
と
で
、
飛
躍
的
進
歩

が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
、
競
争

原
理
は
し
か
し
万
能
だ
ろ
う
か
。

働
い
て
収
入
を
得
、
地
位
を
築
き
、

や
が
て
、
ひ
と
り
の
人
間
に
戻
っ

た
時
、
ど
ん
な
人
に
な
れ
る
の
か
。

何
よ
り
、
経
済
が
最
優
先
の
国
。

最
新
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
も

原
子
力
発
電
も
怪
物
の
よ
う
な
も

の
だ
。

敗
戦
で
、
手
に
し
た
平
和
憲
法

が
、
や
っ
ぱ
り
良
か
っ
た
と
い
う

声
と
、
や
ら
れ
た
ら
困
る
か
ら
そ

の
時
守
っ
て
も
ら
う
た
め
に
ボ
ス

を
あ
が
め
、
一
番
弟
子
の
よ
う
に

尽
く
し
て
お
こ
う
と
い
う
声
で
真

二
つ
？
の
昨
今
。
後
者
は
昔
々
の

い
じ
め
対
策
の
知
恵
に
し
か
思
え

な
い
。
よ
く
練
り
上
げ
ら
れ
た
大

人
の
叡
智
な
ら
、
信
頼
に
基
づ
き
、

よ
く
話
し
合
う
だ
ろ
う
。

と

も
か
く
、
比
べ
ら
れ
、
評
価
に
さ

ら
さ
れ
る
と
途
端
に
格
差
が
つ
き

光
と
影
が
で
き
る
。
人
間
の
本
来

は
ひ
か
り
だ
ろ
う
に
、
い
じ
め
、

過
労
死
な
ど
既
に
過
酷
な
経
済
戦

争
状
態
に
あ
る
。
そ
こ
を
、
何
の

集
団
的
自
衛
か
。
戦
闘
状
態
を
夢

見
て
、
安
物
の
愛
国
心
に
酔
う
欺

瞞
、
そ
の
白
昼
夢
の
よ
う
な
、
幼

稚
さ
で
こ
の
国
が
、
救
わ
れ
る
は

ず
が
な
い
。

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
か
け
た
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
戦
は
先
程
終
了
。
夢

は
終
わ
っ
た
。
六
月
尽
。

夏
越
の
祓
を
ま
え
に
、
何
よ
り
、

原
発
、
基
地
、
貧
困
の
解
決
こ
そ

が
、
世
界
へ
の
真
の
お
・
も
・
て
・

な
・
し
・
だ
と
思
わ
れ
る
。

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

お
・
も
・
て
・
な
・
し
・

石
動
敬
子

宮
城
遥
拝
で

殴
ら
れ
た
友

佐々木酒造様
（社長 佐々木晃）が、
平成二十六年： 全国
新酒鑑評会 金賞受賞
されました。
酒は極上の味を作り出
すために、熟練した杜氏が手間を惜しまず、
厳選された良質の山田錦を使い、磨きに磨
いた米を、丹念に仕込みまれたもの。
京都には沢山の酒蔵がありました。
が、今は「洛中では二蔵」しかありません。

女
性
自
身

2
0
1

4

年6

月27

日(

金)

7

時0

分
配
信

聚楽第大吟醸
金賞受賞酒
EXTRAPREMIUM
限定品

720ml５，４００円
（税込）

ご予約 受付中！
売切れご免です。



「

写
真
中
央
奥
の
鳥
居
は
豊
臣
秀

吉
公
を
祀
る
豊
国
神
社
（
ト
ヨ
ク
ニ

ジ
ン
ジ
ャ
）
で
す
。
こ
の
あ
た
り
一

帯
は
、
天
正

14
年
（1

5
8
6

）
秀

吉
公
が
奈
良
大
仏
殿
よ
り
大
き
な

大
仏
造
営
を
始
め
た
こ
ろ
に
町
々

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
職
人
た
ち

が
居
住
し
て
「
棟
梁
・
鐘
鋳
・
堀

詰
・
塗
師
・
鞘
﹈
等
々
が
冠
さ
れ

た
町
名
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
正

面
通
（
河
原
町
迄
）
は
大
仏
殿
正
門

か
ら
西
に
伸
び
る
の
で
そ
の
名
で

呼
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

神
社
の
直
ぐ
西
の
南
側
に
「
耳

塚
」
あ
り
、
こ
の
塚
は
、
１
６
世

紀
末

、
天
下
統

一
後

豊
臣
秀
吉

公
が

大
陸
に
も

支
配

の
手
を
の

ば
そ
う
と
朝
鮮
半
島
に
侵
攻
し
た

い
わ
ゆ
る
文
禄
・
慶
長
の
役
（
１
５
９
２

〜
１
５
９
８
年
）
に
関
る
遺
跡
で
す
。

戦
役
に
参
加
し
た
秀
吉
輩
下
の
武

将
は
、
古
来
一
般
の
戦
功
の
し
る

し
で
あ
る
首
級
に
代
え
て
、
朝
鮮

軍
民
男
女
の
鼻
や
耳
を
そ
ぎ
、
塩

漬
に
し
て
日
本
へ
持
ち
帰
り
、
そ

れ
を
秀
吉
の
命
に
よ
り
こ
の
地
に

埋
め
、
供
養
の
儀
も
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
「
耳
塚
（
鼻
塚
）
」
説

と
大
仏
の
「
鋳
型
」
に
使
っ
た
土

を
集
め
た
も
の
と
二
説
あ
り
韓
国

朝
鮮
で
は
前
者
と
信
じ
ら
れ
参
詣

さ
れ
る
両
国
の
方
々
の
姿
を
多
く

見
掛
け
ま
す
。

こ
の
正
面
通
と
本
町
が
交
わ
る
と

こ
ろ
に
秀
吉
時
代
か
ら
昭

30

年

代

ま
で

「
大
仏

餅

店
が
あ
り
ま
し
た
。

←
（
写
真
今
な
ら
保
存
さ

れ
た
の
に
と
惜
し
む
）
、

同
じ
こ
ろ
ご
開
業

の
京
料
理
「
道
楽
」

は
今
も
ご
盛
業
中

←
で
す
。

鴨

川
の

正
面

橋

東
か
ら
本
町
ま
で

正
面
通
り
は
「
公

設
市
場
」
を
抱
え
東
山
区
で
も
屈

指
の
商
店
街
で
し
た
。
正
面
橋
西

の
遊
郭
（
七
条
新
地
）

が1
9
5
6

年

（
昭
31
）
「
売
春
禁
止
法
」
で
廃
業

さ
れ
、
人
口
が
激
減
、
住
環
境
も

悪
い
所
か
ら
、
若
い
所
帯
の
郊
外

転
居
、
更
に
「
市
場
閉
鎖
」
も
重

な
り
商
店
も
減
り
続
け
て
来
ま
し

た
。
最
近
は
京
都
駅
、
京
阪
電
車

七
条
駅
近
く
の
好
立
地
は
一
度
郊

外
に
転
居
し
た
人
の
世
代
交
代
で

元
に
戻
る
人
も
増
え
、｢

貞
教
小

学
校
﹈
跡
地
に
「
京
都
美
術
工
芸

大
学
」
の
移
転
。
京
都
芸
大
の
崇

仁
学
区
に
移
転
も
あ
っ
て
か
っ
て

以
上
の
「
賑
わ
い
」
を
取
り
戻
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
成
否
は
、
一
に
京
都
市
や
東

山
区
民
の
「
お
も
て
な
し
」
の
気

概
の
持
ち
に
か
か
る
の
で
し
ょ
う

が
・
。
次
回
は
「
問
屋
町
」
で
す
。
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天

王

町

か

ら

丸

太

町

通

に
入
っ
た
市
電
は
、
一
路
、
西
へ
と
進

み
ま
す
。
北
側
に
は
、
ホ
テ
ル
サ
ン
フ

ラ
ワ
ー
京
都
（
現
・
ホ
テ
ル
平
安
の
森

京
都
）
、
岡
崎
神
社
、
東
本
願
寺
岡
崎

別
院
と
大
き
な
施
設
が
あ
り
、
南
側
に

も
岡
崎
中
学
校
の
広
い
校
舎
・
校
庭
が

続
き
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
終
わ
る
と
両

側
に
は
民
家
・
商
家
が
続
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
丸
太
町
通
は
道
路
幅
が
広
く

な
り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
の
な
か

を
市
電
が
走
り
ま
す
。
当
時
は
、
土
塀

の
あ
る
民
家
な
ど
、
古
い
時
代
の
岡
崎

を
感
じ
さ
せ
る
車
窓
風
景
が
続
い
て
、

ま
だ
閑
静
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
い
ま
で
は
住
環
境
の
良
さ
か
ら
中

層
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
続
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
何
軒
か
の
古
い
民
家

が
頑
張
っ
て
い
る
の
は
嬉
し
い
も
の
で

す
。ま

も
な
く
市
電
は
「
岡
崎
通
」
に
到

着
し
ま
す
。
「
道
」
と
「
通
」
、
以
前

に
も
記
し
ま
し
た
が
、
京
都
市
電
に
よ

く
見
ら
れ
る
、
接
尾
語
的
に
使
わ
れ
る

停
留
所
名
で
、
よ
く
似
て
い
ま
す
。
以

前
著
し
た
本
で
間
違
い
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
本
文
の
表
記
は
正
し
く
岡
崎

通
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
地
図
を

「
岡
崎
道
」
と
し
た
ま
ま
で
本
が
出
来

上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
交
差
す
る

南
北
の
通
り
、
北
は
春
日
北
通
か
ら
、

南
は
三
条
通
ま
で
の
約
一
キ
ロ
を
岡
崎

通
と
今
で
は
言
っ
て
お
り
、
公
共
の
案

内
表
示
も
岡
崎
通
と
し
て
い
ま
す
。
以

前
、
こ
の
通
り
は
「
広
道
」
と
言
っ
て

い
た
は
ず
で
す
が
、
い
ま
は
聞
き
ま
せ

ん
。
事
実
、
昭
和
五
年
の
開
業
か
ら
、

し
ば
ら
く
の
間
「
岡
崎
広
道
通
」
と
し

て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
し
た
。

電
停
付
近
は
、
市
電
時
代
と
そ
れ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
街
並
み
を
保
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
東
南
角
の
喫
茶
店

も
ま
だ
盛
業
の
よ
う
で
す
。“

Ｒ
Ｏ
Ｓ

Ｅ
”
と
い
う
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
名
物
の

喫
茶
店
で
す
が
、
と
び
ら
の
表
記
は

「
ロ
ー
ゼ
ー
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
い
か
に
も
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
西
南
に
は
聖
マ
リ
ア
教
会
が
あ
り
、

幼
稚
園
も
付
属
し
て
い
ま
す
。
正
式
に

は
日
本
聖
公
会
京
都
聖
マ
リ
ア
教
会
と

言
い
、
阪
神
大
震
災
で
損
傷
し
新
し
く

建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
市
電
時
代

は
、
明
治
四
十
三
年
建
築
と
言
わ
れ
る

重
厚
な
煉
瓦
造
り
の
教
会
で
し
た
。
岡

崎
は
、
昔
か
ら
住
宅
地
と
し
て
名
高
く
、

以
前
に
は
芸
能
人
の
居
宅
も
あ
り
ま
し

た
。
交
差
点
の
北
西
側
に
は
、
昭
和
を

代
表
す
る
歌
舞
伎
役
者
の
大
き
な
邸
宅

が
あ
っ
て
、
市
電
か
ら
も
見
え
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

岡
崎
通
を
出
る
と
、
南
側
に
は
ず
っ

と
塀
が
続
き
ま
す
。
平
安
神
宮
の
神
苑

の
北
端
に
な
り
ま
す
。
う
っ
そ
う
と
し

た
大
木
が
丸
太
町
通
に
沿
っ
て
続
き
、

昼
間
も
暗
く
、
夏
に
は
格
好
の
日
よ
け

と
な
り
ま
す
が
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

の
落
ち
葉
の
シ
ー
ズ
ン
は
市
電
を
悩
ま

せ
ま
す
。
街
路
樹
も
含
め
た
イ
チ
ョ
ウ

な
ど
の
油
分
の
多
い
落
ち
葉
が
レ
ー
ル

に
積
も
っ
て
、
市
電
が
ス
リ
ッ
プ
し
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
滑
走

防
止
の
た
め
の
砂
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
京
都
ら
し
い
、

木
々
の
多
い
静
か
な
街
な
ら
で
は
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
し
た
。

市

電
が
走
っ
た

京
都

を
巡
る

福
田

静
二
41

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

51

東
山
区

正
面
通

し
ょ
う
め
ん
と
お
り

岡
崎
通
で
出
会
う
二
両
の
市
電

雪の日、静かな丸太町通を行く市電



昨
今
発
表

さ

れ

た

小

保
方
晴
子
さ

ん

S
T
A
P

細
胞
の
事
か

ら
「
理
研
」
さ
ん
が
良
く
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
理
研
と
い
う
組
織
は1

9

1
7

（大
6
）
に
渋
沢
栄
一
を
設
立

者
総
代
と
し
て
皇
室
か
ら
の
御
下

賜
金
、
政
府
か
ら
の
補
助
金
、
民

間
か
ら
の
寄
付
金
を
基
に
「
財
団

法
人
理
化
学
研
究
所
」
を
設
立
、

現
在
は
多
方
面
に
巨
大
な
影
響
を

持
つ
組
織
で
す
。

表
題
の
「
理
研
酒｣

は
、
主
食

で
あ
る
「
米
」
を
使
わ
ず
に
「
日

本
酒
」
を
造
ろ
う
と
「
理
研
﹈
が

初
期
に
手
が
け
た
研
究
。
理
研
の

鈴
木
梅
太
郎
が
発
明
し
た
方
法
で
、

こ
の
製
法
に
よ
る
酒
を
「
理
研

酒
」
と
呼
称
し
た
。

当
初
は
特
許
の
関
係
で
製
造
元
が

限
ら
れ
た
が
、
後
に
理
研
自
身
が

製
法
の
公
開
に
踏
み
切
っ
た
た
め

合
成
清
酒
の
製
法
と
し
て
半
ば
標

準
的
な
も
の
と
な
っ
た
。1

9
2

1

年
（
大

10
）
に
神
奈
川
県
藤

沢
市
の
大
日
本
醸
造
株
式
会
社
内

に
大
和
醸
造
試
験
所
を
設
立
し
研

究
を
開
始
成
功
し
ま
し
た
。
完
成

し
た
も
の
は
今
も
酒
税
区
分
「
合

成
酒
」
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
中
戦
争
〜
大
東
亜
戦
争
時
代
、

米
不
足
を
「
薩
摩
芋
原
料
の
エ
テ
ー

ル
AC
に
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ
ー

（

味
の
素
）

琥
珀
酸
・
酒
石
酸
等
々

を
加
え
、
カ
ラ
メ
ル
で
色
付
け
完

成
。
大
蔵
省
は
、
戦
時
・
米
不
足

で
日
本
酒
の
醸
造
も
制
限
さ
れ
配

給
制
、
戦
後
も
そ
の
状
態
が
暫
く

続
き
、
醸
造
元
の
段
階
で
そ
の
合

成
酒
を
混
ぜ
た
三
倍
醸
造
方
式
を

日
本
酒
と
公
認
し
て
い
た
。
酒
屋

さ
ん
の
中
に
も
、
通
常
の
ル
ー
ト

で
購
入
し
た
酒
に
「
酒
税
率
の
低

い
合
成
酒
」
を
混
ぜ
で
増
量
し
て

販
売
を
し
て
大
儲
け
し
た
店
も
少

な
く
な
か
っ
た
。

酒
は
醸
造
も
販
売
も
免
許
が
要

る
。
免
許
許
可
権
と
酒
税
と
で
大

蔵
省
と
酒
造
家
と
の
は
関
係
は
深

く
強
か
っ
た
。
大
臣
に
っ
た
た
酒

造
家
も
多
い
。
そ
の
酒
屋
は
、
消

費
税
で
捨
て
ら
れ
、
ボ
ン
ボ
ン
政

治
家
の
愛
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
農
家
農

協
も
バ
イ
バ
イ
！
。
カ
ジ
ノ
稼
ぎ

博
徒
国
家
に
な
り
そ
う
だ
。
国
が

賭
博
を
薦
め
る
日
本
は
世
界
の
笑

い
も
の
に
な
る
だ
う
。
恥
を
知
れ
。
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ビ
ル
28
年
目
の

補
修
工
事
と
「
フ
ァ

ミ
マ
﹈
の
店
舗
改
装
で
随
分
手
を
と
ら

れ
、
資
料
も
移
動
で
行
方
不
明
を
あ

り
、
今
178
号
は
特
に
苦
労
し
ま
し
た
。

●
こ
ん
な
長
く
続
け
る
積
り
も
無
く

書
き
出
し
た
本
紙
、
80
才
を
越
え
ま
し

た
。
何
時
か
は
「
切
り
」
を
と
思
っ
て
い

ま
す
が
最
低
で
200
号
ま
で
は
出
そ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
お
許
し
を
。

○
幼
い
頃
は
病
弱
で
、
少
年
時
代
は
存

在
感
も
無
く
勉
強
も
中
途
半
端
な
男

で
し
た
。
17
才
で
商
売
も
酒
谷
も
継
が

な
い
決
意
で
家
を
離
れ
ま
し
た
。

●
20
歳
時
、
父
が
経
営
の
「
酒
問
屋
」

が
経
営
危
機
に
な
り
、
私
が
商
売
に

参
加
す
れ
ば
、
債
権
者
が
出
資
し
て

応
援
す
る
と
言
わ
れ
戻
っ
た
の
で
す
。

○
そ
の
後
も
、
も
う
ア
カ
ン
と
覚
悟
を

何
度
か
経
験
。
運
が
強
い
の
か
危
機
の

最
中
、
何
時
も
何
処
か
ら
で
ス
ー
と
救

わ
れ
る
。
運
の
良
さ
信
じ
て
も
う
チ
ョ

イ
運
試
し
で
頑
張
っ
て
見
ま
す
。

ご
迷
惑
で
し
ゃ
ろ
が
ご
辛
抱
を
！
。

●
「
友
の
会
（
要
会
費
）
」
に
入
っ
て
や
。

酒

屋
で

生
き

て

生
か
さ
れ
て

第
九
十
二
話

一
年
の
半
分
の

答
え
合
わ
せ
を

し
ま
す
よ
ぉ
！

月
三

天

い
や
ぁ
、
早
い
も

の
で
、
す
っ
か
り

折
り
返
し
ま
し
た

ね
ぇ
。
皆
さ
ん
こ

の
半
年
は
い
か
が
で
し
た
か
？
一

月
一
日
、
目
標
を
語
り
合
い
、
二

月
、
目
標
を
ま
だ
覚
え
て
い
て
、

三
月
、
目
標
が
霞
ん
で
ゆ
き
、
四

月
、
春
の
気
配
を
待
ち
な
が
ら
も
、

忙
し
く
何
か
に
追
わ
れ
、
五
月
、

あ
ぁ
も
う
目
標
な
ん
て
ワ
ー
ド
、

頭
か
ら
す
っ
か
り
抜
け
落
ち
て
、

六
月
、
「
し
ま
っ
た
、
も
う
折
り

返
し
地
点
じ
ゃ
ん
！
」
と
焦
り
出

す
。

と
ま
ぁ
、
毎
年
こ
の
繰
り
返
し
だ
っ

た
ん
で
す
が
ね
、
譲
れ
な
い
も
の

が
出
来
ま
し
て
、
今
年
は
ち
ょ
っ

と
ば
っ
か
し
違
う
ん
で
す
よ
ぉ
。

大
き
な
文
字
で
Ａ
４
用
紙
一
枚
一

枚
に
そ
の
月
や
る
こ
と
を
書
き
、

壁
が
埋
ま
る
ほ
ど
溜
ま
っ
て
い
た

事
に
気
付
き
、
「
す
っ
か
り
忘
れ

て
た
」
と
い
う
言
葉
が
と
ん
で
も

な
い
言
い
訳
に
な
り
、
焦
り
急
ぎ
、

同
時
進
行
の
効
率
化
を
図
り
、
な
ぁ

ん
と
か
今
に
至
り
ま
す
。
今
月
は

と
い
い
ま
す
と
・
・
・
時
間
配
分

は
滅
茶
苦
茶
で
す
が
、
何
と
か
達

成
出
来
そ
う
で
す
。

目
標
は
簡
単
に
雲
に
隠
れ
て
し
ま

う
星
の
よ
う
な
モ
ノ
で
す
が
、
そ

の
光
を
見
失
わ
な
い
様
に
、
と
い

い
ま
す
か
、
目
に
見
え
る
形
で
持

ち
歩
い
た
り
飾
っ
た
り
し
て
お
く

と
、
こ
こ
ろ
の
支
え
に
な
り
ま
す

ね
。
私
、
只
今
実
践
し
て
お
り
ま

す
。
今
更
こ
ん
な
こ
と
実
感
す
る

な
ん
て
、
い
ま
ま
で
能
天
気
に
生

き
て
き
た
も
の
で
す
？
気
を
引
き

締
め
て
、
何
と
か
か
ん
と
か
進
ん

で
い
ま
す
。

さ
て
皆
さ
ん
、
七
月
か
ら
の
目
標

を
決
め
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
ど
こ

ま
で
出
来
て
い
て
、
ど
こ
か
ら
出

来
て
い
な
い
の
か
？
こ
の
進
行
具

合
で
、
年
内
に
ど
こ
ま
で
が
出
来

る
か
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
進
ん
で
行
き
ま
し
ょ
。

そ
う
そ
う
、
八
月
に
ね
、
工
作
体

験
を
し
よ
う
と
思
う
ん
で
す
。
団

扇
を
作
っ
て
い
た
だ
く
日
が
一
日
。

レ
タ
ー
ッ
セ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
た

だ
く
日
が
一
日
。
ど
ち
ら
も
三
十

分
程
度
で
作
れ
る
ハ
ン
コ
を
彫
っ

て
い
た
だ
き
、
工
作
中
心
に
進
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
♪
掛

か
る
時
間
は
、
一
時
間
半
~
二
時
間

く
ら
い
で
す
。
お
楽
し
み
に
ぃ
。

編
集
後
記

消
し
ゴ
ム

ハ
ン
コ
教
室
月
三

天
毎
週
火
曜
日･

3
〜
5
時

水
曜
日･

4
〜
6
時

★
月
４
回
・
１
時
間

コ
ー
ス:

月
４
千
円

２
時
間
コ
ー
ス:月

7
千
円

材
料
料
費

り

け
ん

し
ゅ

理
研
酒

65
年
間

愛
用
の
酒
袋

上
の
「
酒
屋
袋
」

は
昭
24
年
、
父

が
酒
卸
屋
を
始

め
た
時
、
酒
小

売
店
様
に
「
ご

挨
拶
」に
配
っ
た
も
の
。
当
時
は
、
酒
不
足

で｢

合
成
酒
」が
良
く
売
れ
、
店
は
理
研
発

酵
の
「
利
久
」を
販
売
し
て
い
た
。
敗
戦
間

も
な
く
、
布
が
な
い
時
代
、
敗
戦
中
、
陸
軍

航
空
隊
の
資
材
調
達
に
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
た
父
が
、
「
帆
布
」
を
手
持
ち
し
て
い
て
、

当
時
は
、
天
幕
（
テ
ン
ト
）
を
主
に
製
造
さ

れ
た
い
た
、
「
一
澤
さ
ん
」
に
そ
の
「
布
」
で
制

作
を
お
願
い
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
、

さ
す
が
に
「
一
澤
製
」
の
酒
屋
袋
。
極
使
し

続
け
た
が
65
年
後
の
今
も
常
用
に
耐
え
て

い
る
。

☆
カ
ー
ラ
ジ
オ
で
聴
き
笑
っ
た
話

あ
る
男
性
、
「
大
事
な
所
を
た
っ
た

1
万
7
千
円
で
大
き
く
す
る
」
と
の

新
聞
広
告
に
惹
か
れ
申
込
み
を
し
た
。

数
日
後
「
ハ
ガ
キ
大
﹈
の
箱
が
届
き

期
待
？
に
胸
躍
ら
せ
て
封
を
き
る
。

包
ん
で
あ
る
ふ
わ
ふ
わ
の
紙
を
除
く

と
「
中
型
の
虫
眼
鏡
」
が
出
て
き
た
。

一
瞬
騙
さ
れ
た
と
思
っ
た
が
大
き
く

見
え
る
こ
と
は
確
か
。
貼
付
の
注
意

書
を
読
む
と
、
「
太
陽
の
輝
く
下
で

は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ヤ
ケ
ド

し
ま
す
」
と
の
親
切
な
注
意
書
が
有
っ

た
と
さ
。
男
は
ア
ホ
や
な
ぁ
。


